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みる・かたる・つくる-

教
育
棟
に
思
う

館
長

松

戸

節

三

ユ
ニ
ー
ク
な
鼎
型
美
術
館

い
ま
、
日
本
全
国
に
二
百
館
に

及
ぶ
公
私
立
美
術
館
が
建
設
さ
れ

て
い
る
が
、
す
べ
て
の
美
術
館
が

管
理
部
門
、
展
示
部
門
、
教
育
普

及
部
門
を
一
棟
内
に
ま
と
め
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
ね
が
千
葉
県
立
美

術
館
は
、
管
理
棟
.
 
、
展
示
棟
、
教

育
棟
の
三
ブ
ロ
ッ
ク
を
鼎
型
に
建

設
し
、
こ
の
三
棟
を
総
合
的
、
有

機
的
に
機
能
さ
せ
よ
う
と
す
る
ユ

ニ
ー
ク
を
美
術
館
で
あ
る
。

工
事
の
遅
延

本
来
、
こ
の
美
術
館
は
、
そ
の

基
本
設
計
の
段
階
で
、
予
算
約
十

億
円
を
計
上
し
、
管
理
、
展
示
、

教
育
の
三
棟
を
全
一
期
で
着
工
完

成
さ
せ
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
時

あ
た
か
も
、
昭
和
四
十
八
年
秋
開

催
の
若
潮
国
体
芸
術
展
示
会
場
に

充
て
る
べ
く
、
取
り
敢
え
ず
展
示

棟
の
建
設
予
算
が
県
議
会
で
可
決

さ
れ
た
。

引
き
続
き
着
工
す
る
筈
の
管
理

棟
、
教
育
棟
は
、
そ
の
工
事
費
を

予
算
に
計
上
す
る
段
階
で
、
所
謂

石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
あ
い
、
管
理
棟

だ
け
が
、
昭
和
五
十
年
度
当
初
着

工
と
な
っ
た
。

最
後
に
残
っ
た
教
育
棟
は
、
第

三
期
工
事
と
な
り
予
算
計
上
が
懸

案
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
美
術
館
の
目
玉
は
教
育
棟

展
示
棟
が
完
成
し
、
管
理
棟
の

完
成
が
間
近
い
こ
の
美
術
館
に
、

教
育
棟
が
完
成
し
な
い
限
り
千
葉

県
立
美
術
館
は
目
玉
を
失
う
こ
と

に
な
る
。

美
術
館
活
動
の
中
で
、
展
示
活

動
が
主
軸
を
な
す
こ
と
は
論
を
侯

た
な
い
が
、
地
方
美
術
館
が
、
郷

土
の
教
育
文
化
活
動
の
中
心
的
役

割
を
果
す
た
め
に
は
、
不
得
宗
多

数
の
県
民
が
、
自
ら
進
ん
で
美
術

活
動
に
親
し
む
場
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

美
術
資
料
室
、
図
書
室
、
視
聴

覚
室
、
ア
ト
リ
エ
、
談
話
室
、
講

堂
等
県
民
に
公
開
さ
れ
る
施
設
設

備
を
抱
合
す
る
の
か
教
育
棟
で
あ

る
。

教
育
棟
と
い
う
名
称

教
育
棟
と
い
う
名
称
は
、
や
や
・

も
す
る
と
、
学
校
教
育
の
延
長
な

い
し
補
完
を
連
想
さ
せ
易
い
が
、

美
術
館
は
、
博
物
館
法
に
い
う
社

会
教
育
の
場
で
あ
っ
て
、
学
校
教

育
の
補
完
施
設
で
は
な
い
筈
で
あ

る
。学

生
・
生
徒
・
児
童
を
含
め
て

不
徳
定
多
数
の
県
民
が
利
用
し
学

習
す
る
場
で
あ
る
。

美
術
に
関
し
て
、
「
み
る
」
「
か

た
る
」
「
つ
く
る
し

こ
と
の
で
き
る

施
設
が
教
育
棟
で
あ
る
。

こ
こ
に
来
る
人
々
が
、
過
去
の

美
術
を
知
り
、
現
在
を
語
り
、
そ

し
て
自
ら
明
日
へ
の
糧
を
美
に
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

教
育
棟
は
む
し
ろ
、
研
修
棟
と

か
学
習
棟
と
称
す
べ
き
か
も
知
れ

な
い
。

教
育
棟
は
ぜ
い
た
く
な
施
設
で

は
な
い

こ
の
美
術
館
は
、
展
示
棟
と
管

理
棟
だ
け
で
は
未
完
成
で
あ
り
鼎

が
そ
の
一
本
の
足
を
欠
く
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
や
ロ
ビ
ー
、

学
校
の
視
聴
覚
室
や
図
書
室
が
ぜ

い
た
く
な
附
属
施
設
で
は
な
い
よ

ぅ
に
、
こ
の
美
術
館
に
と
っ
て
教

育
棟
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
建
物

で
あ
る
。美

術
講
座
の
開
設
も

こ
の
教
育
棟
で
は
、
諸
演
会
や

諮
習
会
の
開
催
も
可
能
で
あ
り
、

ア
ト
リ
エ
や
実
習
室
を
利
用
し
て
、

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
道
等
の

入
門
諦
座
を
開
設
し
て
、
美
術
を

愛
好
す
る
県
民
へ
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス

に
努
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

美
術
館
友
の
会
に
と
っ
て
は
、

恰
好
な
施
設
で
あ
り
、
進
ん
で
そ

の
利
用
に
供
し
た
い
。

友
の
会
を
は
じ
め
他
の
美
術
団

体
の
た
め
に
事
務
室
も
用
意
す
る

計
画
が
あ
る
。

し
ば
ら
く
の
辛
抱
か

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
に
発
足

し
た
県
立
美
術
館
建
設
怒
談
会
、

四
十
五
年
十
一
月
に
第
一
回
の
会

議
を
開
い
た
美
術
館
設
置
準
備
専

門
委
員
会
が
、
数
次
の
会
議
討
論

を
重
ね
、
練
り
に
練
っ
た
素
晴
ら

し
い
基
本
構
想
が
、
そ
の
実
を
結

ぶ
の
も
そ
ん
な
に
遠
い
将
来
で
は

な
い
。
懇
談
会
並
び
に
委
員
会
の

委
員
各
位
に
対
し
美
術
館
職
貞
一

同
心
か
ら
の
謝
意
と
敬
意
を
表
れ

し
、
教
育
棟
の
完
成
に
努
力
し
た

い
。

8 6 29 5

日 月 日 月

28 15

日 日

日

誌

抄

昭
和
5
0
年
5
月
̃
8
月

評
価
委
員
会
議
開
く

原
勝
郎
展
終
る

入
館
者
一
四
一
九
五
名

近
代
フ
ラ
ン
ス
名
作
版
画

展
始
ま
る
。
一
一
八
点

諾
演
会
「
近
代
美
術
と
千

葉
」
遠
藤
健
郎
氏

第
一
回
友
の
会
の
集
い

7
日
の

5
日

近
代
フ
ラ
ン
ス
名
作
版
画

展
終
る
。
二
八
〇
七
名

1
4
日

学
芸
員
実
習
生
三
名
、
二

週
間
の
実
習
に
入
る
。

1
5
日

収
蔵
作
品
七
人
展
、
日
本

の
子
ど
も
の
絵
始
ま
る
。

六
一
点
、
三
〇
〇
点

1211 2 8

日 日 日 月

友
の
会
役
員
会
開
く
。

協
議
会
議
開
か
れ
る
。

C
T
C
県
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
放
映
の
た
め
、
収
蔵
作

品
七
人
展
、
日
本
の
子
ど

も
の
絵
を
撮
影
。

2
0
日

家
庭
の
日
ポ
ス
タ
ー
展
始

ま
る
。
九
四
六
点

3
1
日

収
蔵
作
品
七
人
展
、
日
本

の
子
ど
も
の
絵
終
る
。

二
一
、
五
二
六
名

●
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再騰
i

な
に
し
ろ
非
常
な
老
令
で
、
私

達
は
先
生
の
授
業
を
、
遊
び
時
間

と
心
得
て
い
た
。

私
達
の
腕
白
ぶ
り
を
前
に
し
て

は
、
叱
り
つ
け
る
元
気
も
な
か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
ふ
ざ
け
る
、
け

ん
か
す
る
、
暴
れ
る
、
し
ま
い
に

は
大
勢
で
歌
を
う
た
っ
て
大
騒
ぎ

す
る
。
先
生
は
達
筆
を
お
家
流
で

「
静
粛
」
と
黒
板
に
書
く
と
、
黙

然
と
し
て
、
教
卓
の
前
に
坐
っ
て

居
ら
れ
た
。

ーみる・かたる・つくる

諮演会風景

新
入
学
の
最
初
の
図
画
の
時
間

だ
.
っ
た
。
私
達
新
入
生
は
ま
だ
様

子
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
静

か
に
、
先
生
の
言
う
ま
、
に
、
自

分
の
掌
の
写
生
を
神
妙
に
や
っ
て

い
た
。
先
生
は
羽
織
袴
で
机
の
列

の
間
を
静
か
に
歩
い
て
見
て
お
ら

れ
た
が
、
私
の
横
に
来
る
と
、
立

ち
ど
ま
り
、
私
の
作
品
を
見
て
、

「
君
は
よ
ろ
し
い
」
と
唯
二
蚕
小

さ
な
声
で
言
方
れ
た
。

私
は
唯
一
度
の
、
私
に
だ
け
聞

え
た
こ
の
言
葉
の
た
め
に
、
そ
の

後
の
先
生
の
様
子
が
わ
か
っ
て
く

る
に
つ
れ
て
始
ま
っ
た
ロ
ウ
セ
キ

や
大
騒
ぎ
に
、
な
に
か
し
ら
、
申

し
訳
け
な
い
と
言
う
心
の
や
ま
し

さ
を
持
ち
続
け
て
い
た
。

今
日
に
な
っ
て
考
え
る
と
実
に

先
生
に
対
し
て
申
し
訳
け
な
い
気

特
に
な
る
。
ま
さ
に
あ
れ
は
悲
劇

だ
っ
た
。
さ
け
る
こ
と
の
出
来
な

い
悲
劇
だ
っ
た
。

私
達
は
、
先
生
を
「
ぐ
ず
さ
ん

」
と
呼
ん
で
い
た
。
こ
の
「
ぐ
ず

き
ん
」

の
御
出
勤
姿
は
、
私
達
少

年
に
は
、
一
種
の
名
状
し
か
た
い

異
様
な
コ
ツ
ケ
イ
な
も
の
に
思
わ

れ
た
。
私
達
の
中
学
校
は
百
メ
ー

ト
ル
程
の
急
を
坂
の
上
に
あ
っ
て

私
達
は
毎
朝
始
業
の
鐘
の
苦
を

聞
き
な
が
ら
、
カ
バ
ン
を
こ
ね
さ

に
か
か
え
込
ん
で
一
気
に
飽
け
上

っ
た
。
「
ぐ
ず
さ
ん
」
は
こ
の
坂

を
静
か
に
一
歩
〈
ジ
グ
ザ
グ
に

上
っ
て
行
く
の
だ
っ
た
。
そ
し
て

途
中
で
立
ち
止
っ
て
息
を
入
れ
、

松
の
木
の
間
か
ら
東
京
湾
を
と
お

し
て
、
富
士
山
の
眺
め
ら
れ
る
処

で
は
、
長
い
間
杖
に
よ
り
か
か
っ

て
放
心
し
た
よ
う
に
立
ち
止
っ
て

い
た
。
私
達
少
年
の
若
い
生
命
力

か
、
そ
の
う
し
ろ
姿
を
笑
殺
し
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
毎
年
〈
幾
百
の

少
年
が
、
そ
の
黒
い
足
の
裏
を
見

せ
て
巣
立
っ
て
行
っ
た
が
、
と
う

と
う
先
生
は
、
私
の
在
学
中
に
、

ま
さ
に
朽
木
の
倒
れ
る
享
う
に
亡

く
な
ら
れ
た
。
そ
の
時
、
私
は
最

高
学
年
の
生
徒
を
代
表
し
て
、
先

生
の
お
葬
式
に
参
列
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
小
さ
な
座
敷
の
中
の
お

棺
の
上
の
位
牌
の
う
し
ろ
の
、
先

生
の
写
真
の
横
に
、
古
め
か
し
い

額
に
入
れ
た
先
生
の
油
絵
が
飾
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
と
き
は
じ
め
て

先
生
の
絵
を
拝
見
し
た
が
、
モ
チ

ー
フ
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
何
か

明
る
い
絵
で
あ
っ
・
た
よ
う
に
記
憶

●

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
幾
百
人
の

少
年
の
長
年
の
無
礼
の
代
表
者
の

よ
う
な
気
特
で
粛
然
と
し
て
頭
を

た
れ
た
こ
と
を
お
ぼ
え
て
い
る
。

中
学
校
を
出
る
と
、
熱
に
浮
か

さ
れ
た
よ
う
な
青
春
の
時
代
が
や

っ
て
来
た
。
美
術
学
校
を
卒
業
し

た
。
そ
し
て
、
新
し
い
絵
や
流
派

の
中
を
無
我
夢
中
で
放
浪
し
た
す

え
に
、
私
も
い
つ
か
、
一
人
の
回

り
家
の
画
業
を
、
彼
の
生
き
た
時
代

と
、
そ
の
人
の
生
活
と
共
に
見
る

よ
う
な
年
頃
に
な
っ
た
。
そ
し
て

年
も
三
十
才
も
過
ぎ
る
と
、
華
か

な
名
声
や
傑
作
の
か
た
ね
ら
で
、

名
も
な
く
朽
ち
果
て
た
多
く
の
画

家
達
に
も
心
を
引
か
れ
て
、
多
く

の
先
輩
達
の
生
き
ざ
ま
を
求
め
て
、

明
治
の
洋
画
史
の
柔
譜
を
探
ぐ
る

う
ち
に
、
私
は
再
び
堀
江
正
章
と

言
う
名
前
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
に

な
っ
た
。
あ
の
「
ぐ
ず
さ
ん
」

が

亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
す
で
に
二
十

年
の
歳
月
が
流
れ
去
っ
て
い
た
。

そ
の
人
が
、
明
治
洋
画
史
の
最

初
の
柔
譜
の
中
に
居
り
、
サ
ン
・

ジ
ョ
ア
ン
二
に
師
事
し
て
、
後
の

明
治
、
大
正
の
画
壇
の
幾
人
か
の

大
家
を
指
導
し
、
そ
の
後
は
全
く

人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ
て
、
一
田
舎

中
学
の
教
師
と
し
て
隠
匿
に
死
ん

だ
と
言
う
事
実
が
私
の
胸
に
深
く

つ
き
さ
ざ
る
の
だ
っ
た
。

私
の
卒
業
し
た
中
学
校
は
、
古

い
秀
才
主
義
の
学
校
で
、
私
に
は
、

そ
こ
で
は
、
軍
人
と
役
人
と
医
者

以
外
は
人
間
で
は
な
い
と
言
う
教

育
が
行
な
お
れ
て
い
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
「
ぐ
ず
さ

ん
」

に
は
、
そ
う
し
た
学
校
の
若

者
達
に
は
用
が
な
か
っ
た
に
違
い

な
い
。
お
互
に
縁
な
き
衆
生
と
し

て
別
れ
き
っ
た
の
だ
。
彼
等
は
、

た
だ
騒
々
し
く
暴
れ
さ
ね
ぎ
、
そ

の
黒
い
足
の
裏
を
見
せ
て
助
け
去

っ
て
い
っ
た
の
だ
。

先
生
は
、
明
治
の
人
ら
し
く
、

細
心
で
謙
譲
で
、
心
か
ら
先
進
の

欧
州
の
絵
画
に
敬
服
し
、
ま
た
広

く
美
ま
た
は
文
化
と
言
う
も
の
に

対
し
て
、
非
常
な
気
迫
と
、
純
粋

な
か
た
ち
の
信
仰
を
持
っ
て
お
ら

れ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
洋

画
の
術
を
特
っ
て
一
生
の
仕
事
と

し
た
明
治
前
期
の
洋
画
史
に
屈
す

る
最
後
の
人
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

先
生
は
、
あ
え
て
い
え
ば
、
黒

田
清
輝
の
如
き
法
律
家
く
ず
れ
の
、

新
し
が
り
屋
で
は
な
か
っ
た
の
た
。

そ
の
黒
田
イ
ズ
ム
に
よ
っ
て
画
壇

か
ら
遠
ざ
か
り
、
世
間
か
ら
忘
れ

ら
れ
て
、
田
舎
中
学
の
一
教
師
と

し
て
死
ん
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
黒

田
イ
ズ
ム
は
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、

決
し
て
日
本
の
絵
画
に
よ
い
結
果

を
も
た
ら
し
た
と
は
言
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
時
代
の



みる・かたる・つくる-

近
代
日
本
工
芸
の
巨
匠
展

1
 
0
・
4
̃
的
・
1
 
4

無
料

国
公
立
美
術
館
の
所
蔵
作
品
を

中
心
に
、
近
代
日
本
の
代
表
的
工

芸
作
家
8
7
人
の
作
品
8
7
点
を
陶
芸

漆
工
、
金
工
、
染
色
、
ガ
ラ
ス
、

七
宝
、
木
工
、
竹
工
、
人
形
の
各

部
門
別
に
展
示
し
、
日
本
に
お
け

る
近
代
工
芸
作
品
を
広
く
紹
介
す

る
も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
、
千
葉
県
に
関

係
の
あ
る
作
家
及
び
作
品
を
み
ま

す
と
、
無
線
七
宝
に
成
功
し
、
帝

室
技
芸
員
の
溝
川
惣
助
(
弘
化
4
-

年
̃
明
治
4
3
年
)

の
「
小
禽
図
盆
」

日
本
芸
術
院
会
員
、
文
化
勲
章
受

章
の
香
取
秀
其
(
明
治
了
年
̃
昭

和
2
9
年
)

の
「
八
積
瑞
烏
文
喰
籠
」

(
昭
和
1
2
年
三
聖
代
展
出
品
)
、
日

本
芸
術
院
会
員
の
津
田
信
夫
(
明

治
8
年
̃
昭
和
2
1
年
)

の

「
雄
渾

闘
志
」
(
昭
和
9
年
)
、
日
本
芸
術
院

賞
受
賞
、
千
葉
県
文
化
功
労
者
の

宮
之
原
謙
(
明
治
3
1
年
)

の

「
花

瓶
空
」
(
昭
和
3
1
年
第
1
2
回
目
展
出

品
日
本
芸
術
院
賞
受
賞
)
、
男
臭
の

令
息
香
取
正
彦
(
明
治
3
2
年
)

の

「
鋳
鋼
潤
和
盤
」
(
昭
和
2
9
牛
第
的

回
日
展
)
、
秀
真
の
弟
子
長
野
蛭
志

(
明
治
3
3
年
)
の

「
ほ
じ
さ
ば
だ
田

口
釜
」
(
昭
和
3
7
年
)
、
日
本
芸
術
院

恩
賜
賞
受
賞
、
前
期
千
葉
県
美
術

会
に
参
加
し
た
河
村
塙
山
(
明
治

2
3
年
-
昭
和
4
2
年
)
の
「
瑠
璃
磁
群

図
花
瓶
」
(
昭
和
8
年
第
1
4
回
帝
展

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

鱗誌」

鷺川惣助「小禽図盆」

香驚議瑞烏文喰籠」

元
禄
風
俗
画
展

-
特
別
公
開

仮
名
手
本
忠
臣
蔵
絵
巻
-
-
-

好
評
で
終
る
′

こ
の
展
覧
会
は
、
本
年
一
月

内
で
発
見
さ
れ
た
「
仮
名
手
本
忠

臣
蔵
絵
巻
〇
二
巻
の
特
別
公
開
で

あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
幅
二
十
七

セ
ン
チ
、
上
巻
が
二
十
二
メ
ー
ト

ル
、
下
巻
二
十
メ
ー
ト
ル
に
、
竹

田
出
雲
ら
の
作
と
し
て
浄
瑠
璃
、

歌
舞
伎
で
有
名
な

仮
名
手
本

臣
蔵
」
を
画
題
と
し
て
、
軽
快
を

筆
運
び
と
淡
い
彩
色
と
で
描
い
て

い
る
。
奥
書
に

「
文
権
九
丙
戌
初

夏
蹄
斎
北
馬
」
と
記
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
一
八
二
六
年
に
北

馬
の
牛
に
よ
る
こ
と
が
判
明
す
る

作
者
の
北
馬
は
、
富
獄
百
景
等
で

名
高
い
葛
飾
北
斎
の
最
古
参
の
弟

子
で
、
蹄
斎
、
駿
々
斎
、
駿
々
亨

と
号
し
た
。
江
戸
に
生
れ
、
当
時

流
行
し
た
馬
琴
、
前
山
な
ど
の
読

本
の
挿
絵
、
狂
歌
摺
物
な
ど
を
多

く
製
作
し
、
肉
筆
の
遺
作
も
多
い
。

晩
年
剃
髪
し
て
弘
化
元
年
(
一
八

四
四
年
)
八
月
に
七
十
四
歳
で
死

去
し
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
は
、
文

政
九
年
の
作
で
あ
る
の
で
、
北
馬

五
十
六
歳
の
作
品
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
彼
の
師
北
斎
は
、
当
時
の

浮
世
絵
師
が
好
ん
で
描
い
た
義
士

物
を
描
か
な
か
っ
た
と
言
ね
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
義
士
物
を
描
か
な
か

っ
た
と
い
う
の
は
誤
り
で
、
数
枚

の
義
士
物
を
適
し
て
い
る
し
、
特

.
に
享
保
期
に
描
い
た
物
は
、
西
洋

透
視
法
を
試
み
た
作
品
と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

今
回
出
品
さ
れ
た
絵
巻
は
、
師

北
斎
が
寛
政
年
間
に
描
い
た

「
辻

君
図
」
に
見
ら
れ
る
淡
彩
の
技
法

や
、
「
北
斎
漫
画
」

の
軽
快
を
等

運
び
を
北
馬
が
受
け
継
い
で
い
た

こ
と
を
知
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
、
描
か
れ
て
い
る
風
俗
は
、

歌
舞
伎
等
の
舞
台
衣
粧
で
は
な
く
、

当
時
の
生
活
様
子
を
再
現
し
て
い

る
点
か
ら
も
注
目
す
べ
き
作
品
と

評
価
さ
れ
た
。

9
・
6
̃
9
・
2
8

無

料

合
す

(
三
頁
よ
り
)

思
想
は
、
そ
れ
を
宿
し
た
人
間
が

死
ぬ
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
生
き

っ
づ
け
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
時

代
の
美
は
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ

を
美
と
感
ず
る
人
々
が
死
に
だ
え

る
ま
で
は
、
美
し
く
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
人
の
令
の
尺
度
に
あ
お
な

い
文
化
の
移
り
変
り
な
ど
と
言
う

も
の
は
ほ
し
く
な
い
。

「
ぐ
ず
さ
ん
」

の
晩
年
の
弟
子

で
あ
る
私
も
、
い
つ
か
世
間
の
片

隅
み
に
お
し
や
ら
れ
て
こ
ん
な
こ

と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
先

生
が
東
京
の
画
壇
か
ら
田
舎
の
中

学
に
こ
ら
九
だ
事
情
は
、
何
の
変

哲
も
な
い
、
明
治
、
大
正
、
昭
和

の
急
激
な
歴
史
の
流
れ
に
過
ぎ
な

い
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し

か
し
、
私
は
、
老
先
生
が
、
古
い

城
跡
の
中
学
の
急
な
坂
道
を
、
老

躯
を
ひ
っ
さ
け
て
、
静
か
に
諾
っ

て
行
か
れ
、
多
く
の
若
者
達
に
追

い
・
ぬ
か
れ
な
が
ら
、
途
中
の
松
の

根
方
で
息
を
入
れ
て
、
朝
の
清
例

な
空
気
の
中
で
、
一
望
に
眺
め
ら

れ
る
内
湾
の
彼
方
の
、
白
雪
の
富

士
山
を
見
つ
め
て
お
ら
れ
た
、
そ

の
姿
か
ら
、
世
の
有
様
に
対
す
る

は
げ
し
い
怒
り
と
、
絵
の
悲
し
み

を
学
ぶ
の
で
あ
る
。

(
画
家
)

-
六
月
二
十
八
日
の

諸
演
会
抄
録
-

1

4



本
館
の
所
蔵
図
書
に
つ
い
て

印
旛
郡
印
西
町
出
身
の
文
化
勲

章
受
章
鋳
金
家
で
、
古
代
金
工
の

研
究
者
と
し
て
も
名
高
い
香
取
秀

真
の
著
書
を
二
・
三
紹
介
す
る
。

日
本
鋳
工
史
繭

江
戸
の
鋳
物

師
名
譜
で
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時

代
末
ま
で
の
鋳
物
屋
の
系
図
を
調

査
し
江
戸
の
鋳
物
師
を
中
心
に
ま

と
め
た
も
の
。
鋳
工
名
譜
、
銘
工

年
表
等
資
料
も
正
確
で
便
利
。
こ

の
分
野
で
は
前
人
未
踏
の
貴
重
を

仕
事
で
あ
る
。
大
正
三
年
八
月
刊
。

金
薮
と
鰐
口

金
談
と
鰐
口
の

考
証
論
文
と
、
鰐
口
の
銘
文
を
集

●
一

め
、
論
説
し
た
も
の
。
総
革
表
紙

の
小
型
豪
華
本
で
三
百
部
限
定
版
。

践
文
に
は

「
生
れ
て
十
日
を
経
た

る
是
等
四
人
を
置
き
て
再
び
妻
を

失
、
つ
し
と
め
る
。
夫
人
の
百
ケ
日

に
香
実
返
し
の
意
味
で
出
版
さ
れ

た
も
の
。
大
正
十
三
年
三
月
刊
。

日
本
金
工
史

東
洋
芸
術
史
講

座
の
一
篤
と
し
て
出
版
。
第
一
縞

序
説
は
金
工
の
各
名
称
、
種
類
、

技
法
、
材
料
に
つ
い
て
詳
説
。
第

二
編
時
代
は
、
金
石
併
用
時
代
よ

り
平
安
時
代
ま
で
の
通
史
で
、
引

用
文
献
等
相
当
蒐
果
さ
れ
た
こ
と

が
判
る
。
続
編
の
鎌
倉
以
後
の
著

述
が
な
さ
れ
ず
終
っ
た
こ
と
が
憎

ま
れ
て
い
る
。
昭
和
七
年
十
月
刊
。

古
美
術
及
び
文
学
鑑
賞
の
旅

友
の
会
会
員
の
方
々
の
最
も
関

心
の
あ
る
行
事
の
一
つ
に

「
見
学

鑑
賞
旅
行
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

第
一
回
と
し
て
次
の
通
り
秋
の
東

金
、
成
東
方
面
に
古
美
術
と
房
総

に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
の
あ
と
を

探
ね
ま
す
。

期
・

日

1
0
月
1
2
日
(
日
)

見
学
場
所

本
国
寺
・
東
金
八
鶴

湖
周
辺
・
成
東
町
歴

史
資
料
館
・
歌
人
伊

藤
左
千
夫
の
生
家

詩

師

鈴
木

勝
氏

(
詩
人
・
県
会
議
長
)

-みる・かたる・つくる

チ
ャ
ン
テ
ン青

木
滋
芳

チ
ャ
ン
チ
ン
は
蝿
縞
梁
に
用

こ
の
際
一
番
難
し
い
の
は
、
温
度

と
固
く
速
度
と
布
面
を
押
え
る
力

の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
り
、
こ
れ
が
一

い
る
道
具
で
あ
る
。

一
見
し
て
判
る
様
に
構
造
は

大
層
簡
単
で
、
丁
度
ひ
し
ゃ
く

の
先
に
細
い
管
を
差
込
ん
だ
如

き
形
を
し
て
い
る
。

使
用
の
際
は
、
適
温
に
沸
し

た
蝦
を
掬
い
だ
布
の
表
面
に
細

い
線
を
画
い
て
ゆ
く
。
蛾
は
白

蟻
、
木
蛸
、
パ
ラ
フ
ィ
ン
等
適

当
に
混
合
し
た
も
の
を
用
い
る
。

三三三二雲、
王事ー

致
し
な
い
と
た
ち
ま
ち
塊
が
ス
ト

ッ
プ
し
て
、
線
が
切
れ
た
り
、
途

中
で
手
が
止
ま
る
と
潜
み
過
ぎ
た

蝦
で
団
子
が
で
き
て
し
ま
い
、

ど
う
や
ら
糸
の
様
な
線
が
引
け

る
に
は
相
当
の
熟
練
と
経
験
を

必
要
と
す
る
。
こ
ん
な
単
純
な

道
具
が
仲
々
入
手
で
き
な
い
秘

密
は
、
実
は
管
の
穴
の
細
さ
に

あ
る
。
荷
札
の
針
金
が
や
っ
と

通
る
小
型
の
方
は
イ
ギ
リ
ス
製

で
、
数
十
年
の
使
用
に
よ
っ
て

五
ミ
リ
程
管
が
す
り
へ
っ
て
し

ま
っ
た
。
大
型
の
方
は
和
製
で

管
が
ズ
ッ
と
太
い
。
い
ろ
い
ろ

作
ら
せ
て
み
た
が
、
や
は
り
管

は
無
理
な
様
で
あ
る
。
(
染
色
家
)

′
′

●新
収

蔵
資

料

昭
和
的
年
6
月
1
7
日

・
A
・
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ

作

「
女
神
像
」
一
点

・
浅
井

忠

作

「
金
川
城
外
之
図
」
「
韓
信
図
」

「
黙
諸
君
戯
作
菓
子
器
」
「
か
ぶ

と
の
図
」
「
つ
ば
さ
の
図
」
「
軍
人

の
図
」
「
帆
船
の
図
」
「
白
浜
風
景
」

「
民
家
の
㈲
」
「
木
か
げ
の
民
家
」

「
樹
」
「
桶
と
せ
い
ろ
」
「
は
た
ら

く
婦
人
」
「
ラ
イ
オ
ン
の
像
」
「
お

福
の
像
」

の
1
6
点

・
間
部
時
雄

作

「
田
園
風
景
」

の
1
点

・
松
岡

秀

作

「
森
と
小
川
」
1
点

・
鮭

松
増

作

「
題
山
陽
先
生
遺
像
詩
」
「
五
言

絶
句
㈹
㈹
」
「
竹
之
図
㈹
㈲
」
「
七

言
絶
句
」

の
了
点

・
梁
川
星
戯

作

「
星
厳
真
顔
浪
陶
集
」

の
1
点

6
月
2
0
日

原

腰
部

作

「
森
㈹
」

の
1
点

7
月
9
日

浅
井

忠

作

「
オ
ッ
ト
セ
イ
の
図
」

の
1
点

8
月
0
0
日

鈴
木

幸

作

「
七
面
鳥
」

の
1
点

な
お
、
次
の
作
品
が
寄
贈

さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

8
月
5
日

原

の
ぶ
氏
よ
り

原

勝
郎
作
「
モ
ン
マ
ル
ト
ル
」

「
街
灯
の
あ
な
風
景
」
「
コ
ー
ヒ

ー
ひ
き
」
「
森
」
「
森
C
」
「
京
橋
」

「
樹
」
「
デ
ッ
サ
ン
」

の
2
3
点

原除郎作「街町のある風景」 原勝郎作「森 A」

-
5 :〇・・
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蒙刻一類 
石井隻石 
1873-1971 

二
〇
〇
頴
を
自
選
し
た
も
の
の
中

に
こ
れ
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

書
籍
は
本
文
二
〇
〇
頁
の
大
冊

で
印
影
は
全
て
原
寸
で
収
録
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
題
言
は
凄
石
と
同

郷
の
今
関
天
彰
が
託
し
た
も
の
で

今
関
天
彰
も
こ
の
年
殺
し
た
も
の

露
盤

昭
和
四
十
五
年
康
成

同
郷

後
学

今
関
天
彰

露
謹
恕
識
る
も
の
で
あ
る
。

に
収
録
さ
れ
て

い
る
こ
の
詩
は
隻
石
の
全
貌
を
紹

諸
る
も
の
で
あ
る

本
文
の
一
六
一
ノ
一
に
印
影
で

集
録
さ
れ
た
作
品
は
、
本
館
の
護

持
欝
鵠
轟
器

隻
有
印
話
題
吉

備
隻
石
子
鍼
等
の
書

類

圏
雷
㍍
諦
鶴
詩
賦

に
搬
入
さ
れ
た
時
は
、
ガ
ラ

回
田

昭
和
飾
年
に
編
纂
さ
れ
長
思
印

彊
鵜
珊
講
師
魂
鵠
聖

の
作
品
四
五
〇
〇
願
の
中
か
ら
一

石
百
堅
破
ら
ざ
る
は
無
し

一
乗
錦
紗
の
逝

連
山
碧
海

に
連
り
風
雲
交
余
聞
し

禽

獣
と
魚
龍
と

百
栗
栖
騰
勤

し

漁
猟
厭
の
中
に
有
り

林鳥栖忘不運人

ス
の
保
管
箱
に
入
れ
ら
れ
た
石
材

に
刻
ま
れ
た
作
品
と
画
仙
紙
に
朱

を
以
っ
て
押
さ
れ
た
印
影
に
隻
石

の
手
で

「
銘
日

林
鳥
栖
忘
不
運

人
」

と
記
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

し
か
し
、
保
管
摸
さ
れ
た
作
品

に
は
石
材
の
作
品
と
額
に
入
れ
ら

れ
た
色
紙
の
印
影
の
み
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
隻
石
の
筆
跡
の
あ
る
印

影
の
画
仙
は
見
る
こ
と
が
で
き
を

ヽ

○

だ
て
七
・
二
セ
ン
チ
、
よ
こ
四

・
八
セ
ン
チ
の
印
面
に
は
コ
の
字

二
伸
を
組
合
せ
た
隈
取
り
の
中
に

「
林
鳥
相
忘
不
運
人
」
と
纂
書
で

刻
ま
れ
て
い
る
。
印
面
中
央
か
ら

右
半
分
に

「
林
鳥
栖
」
と
一
行
に

左
半
分
に

「
忘
不
運
」
「
人
」
と
二

行
に
陰
刻
し
て
い
る
。
印
面
は
ば

圏

二
・
四
セ
ン
チ
の
右
半
分
ほ
ぼ
中

央
に
三
文
字
を
一
行
に
、
左
半
分

露
盤
塁
華

て
い
る
が
見
る
人
に
は
不
自
然
さ

を
与
え
な
い
石
井
隻
石
纂
刻
の
妙

で
あ
る
。
堀
江
知
彦
が

「
纂
刻
と

い
う
と
、
型
に
は
ま
っ
た
も
の
の

よ
う
に
人
は
思
い
、
ま
た
、
実
際

に
世
間
に
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
の

傾
向
が
非
常
に
強
い
一
人
の
作
家

の
場
合
で
も
、
い
つ
も
同
じ
手
法

が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
感
が
ふ
か

い
。
そ
こ
へ
ゆ
く
と
翁
(
隻
石
)

の
場
合
は
表
現
の
幅
が
す
こ
ぶ
る

広
く
、
そ
れ
だ
け
に
、
見
て
い
て

は
な
は
だ
楽
し
い
。
こ
れ
は
、
作

家
と
し
て
翁
の
視
野
の
広
さ
と
、

常
に
流
動
し
て
止
ま
な
い
。
い
つ

も
新
し
さ
を
求
め
る
作
家
精
神
の

旺
盛
さ
と
の
現
れ
九
に
外
な
ら
な

い
と
思
」

と
隻
石
纂
刻
の
妙
の
冴

え
の
根
源
を
「
隻
石
脱
却
」

の
中

で
述
べ
て
い
る
。

石
井
隻
石
が

「
県
に
差
し
あ
げ

る
の
だ
か
ら
、
戦
後
自
分
が
刻
ん

で
手
元
に
蔵
す
る
作
品
の
う
ち
代

表
作
を
選
ん
だ
。
も
う
今
は
ほ
と

ん
ど
刻
む
こ
と
が
な
い
。
」
と
話
さ

れ
た
と
い
う
声
も
聞
い
た
。

纂
刻
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
無
知

な
私
に
も
、
林
鳥
栖
忘
れ
て
人
を

避
ず
、
と
い
う
こ
の
言
葉
と
刻
ま

e

れ
た
作
品
を
見
る
と
き
、
何
ん
と

楽
し
い
感
じ
を
与
え
て
く
れ
ろ
。

こ
の
作
品
の
こ
と
ば
こ
そ
、
本

館
の
座
右
銘
と
し
て
常
に
そ
ば
に

置
い
て
お
く
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

印
面
の
左
側
面
に
「
辛
卯
冬
隻

石
刻
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
隻

石
は
著
書
「
纂
刻
指
南
」
に

「
署

款
に
一
定
の
面
あ
り
、
一
面
に
刻

す
る
者
は
須
ら
く
印
の
左
側
に
有

る
べ
し
」

と
記
し
て
い
る
。

辛
卯
は
昭
和
二
六
年
で
あ
る
か

詣
羅
謹
謂

れ
だ
重
石
七
八
才
の
作
品
で
あ
る
。

こ
の
作
品
は
本
館
が
収
蔵
す
る

ま
で
に
県
教
育
委
員
会
が
鴨
川
市

・
君
津
市
な
ど
で
千
葉
県
巡
回
美

術
展
と
し
て
公
開
さ
れ
て
き
た
、

ま
た
千
葉
県
開
発
庁
(
現
企
業
庁
)

の
美
術
展
示
室
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス

の
緋
講
弼
彊
加
筆
諾

一
日
か
ら
斗
一
月
二
五
日
ま
で
房

総
の
美
術
家
た
ち
シ
リ
ー
ズ
I
で

隻
石
コ
ー
ナ
I
に
展
示
さ
れ
た
。

本
館
に
収
蔵
さ
れ
る
以
前
、
纂
刻

の
印
材
角
に
ね
す
か
ば
か
り
で
あ

る
が
傷
を
付
け
た
の
は
お
し
ま
れ

る
こ
と
で
あ
る
。

(
久
保
木

良
)



千
葉
県
立
美
術
館
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が

き
ま
り
ま
し
た
。

本
館
が
開

紅
か
ら
間
も
な

く
一
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
よ
り
県
民
に
親
し
ま
れ

る
美
術
館
に
な
る
た
め
に
、
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
る
こ
と
に
な
り
、

去
る
七
月
館
職
員
よ
り
公
募
し
た
。

総
応
募
点
数
七
十
三
点
。
そ
れ
ら

を
、
さ
ら
に
第
一
次
通
過
作
品
と

し
て
八
点
に
し
ぼ
り
、
最
終
決
定

と
し
て
佐
藤
信
夫
の
原
案
に
よ
る

上
記
作
品
を
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
マ

ー
ク
は
、
県
花
「
な
の
は
な
」
を

形
取
り
、
中
に
美
術
館
の

「
美
」

を
配
し
て
い
る
。
今
後
、
バ
ッ
チ

館
擬
、
印
刷
物
全
般
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
を
っ
て
い
る
。

知
事
感
謝
状

こ
の
た
び
、
美
術
館
へ
作
品
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
原
の
ぶ

氏
と
岩
崎
巴
人
民
の
ご
好
意
に
対

し
、
千
葉
県
知
事
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

両
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

作
口
紳
暮
し
、
郷
土
美
術
文
化

の
振
興
と
情
操
の
純
化
を
図
ろ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

第
7
回
千
葉
県
高
等
学
校
芸
術
祭

美
術
・
工
芸
・
書
道
作
品
展

2
0
̃
n
・
0
0料

-みる・かたる・つくる

美
術
愛
好
家
の
広
場

「
友
の
会
」
に

入
り
ま
せ
ん
か

み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る

千

葉
県
立
美
術
館
友
の
会
で
は
、
五

十
年
度
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
友
の
会
」
は
、
ど
な
た
で
も

入
会
で
き
る
美
術
を
愛
好
す
る
方

々
の
自
主
的
な
会
で
す
。

会
を
通
し
て
、
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
で
、
美
術
を
鑑
賞
し
、
語
ら

い
、
創
作
な
ど
に
参
加
す
る
集
い

で
す
。

★
会
費

個
人
会
員

年
額

一
、
二
〇
〇
円

賛
助
会
員

年
額
一
二
、
〇
〇
〇
円

但
し
、
新
入
会
者
の
個
人
会
員
の

会
費
は
次
の
通
り
で
す
。

第
幻
国
子
と
も
県
展

1
2
・
2
̃
1
2
・
1
4

無

料

近
代
房
総
の
美
術
家
た
ち
(
4
)

石
橋
武
治
・
若
木
山
展
寸

1
2
・
2
0
̃
轡
・
2
5

無

料

団
体
展

四
月
入
会
者

五
月
入
会
者

六
月
入
会
者

七
月
入
会
者

八
月
入
会
者

九
月
入
会
者

十
月

以
降

一
、
二
〇
〇
円

一
、
一
〇
〇
円

一
、
〇
〇
〇
円

九
〇
〇
円

八
〇
〇
円

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

【
お
知
ら
せ
】

第
2
 
7
回
県
展

l
ヽ
・
l
-無

2
̃
1
 
1

本
県
の
美
術
家
の
作
品
を
広
く

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
県
民
の
美

意
識
を
高
め
る
た
め
、
一
般
よ
り

▼
一
九
七
五
年
間
お
れ
る
表
現
展

9
・
0
0
̃
1
0
・
5

無
料

▼
第
6
回
観
光
絵
画
と
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
展

9
・
0
0
-
∴
川
・
1
2

無
料

▼
第
9
回
干
葉
市
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
展

9
・
0
0
̃
1
0
・
1
2

無
料

▼
第
2
2
回
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

1
0
・
2
2
̃
1
0
・
2
6

無
料

観
潮
台

赤
い
爪
染

沖
縄
海
洋
博
で
い
く
つ
か
の
発

見
を
し
た
。
色
彩
文
化
の

「
赤
い

爪
染
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
現
代

の
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
考
え
た
。

沖
縄
本
島
で
は
む
か
し
、
女
た

ち
は
鳳
仙
花
の
花
の
汁
を
用
い
、

爪
を
赤
く
染
め
た
と
い
い
、
そ
の

染
め
方
は
、
花
の
汁
に
明
磐
を
し

か
し
て
か
ら
ぬ
り
、
鳳
仙
花
の
葉

で
一
晩
く
る
ん
で
お
け
ば
、
当
分

の
間
は
げ
な
か
っ
た
と
い
う
。

な
ぜ
爪
を
赤
く
染
め
た
の
か
、

爪
の
お
化
粧
を
考
え
が
ち
だ
が
、

こ
う
し
て
、
爪
を
赤
く
し
て
お
く

と
、
草
む
ら
な
ど
に
は
い
っ
た
時

に
、
毒
蛇
や
毒
虫
に
か
ま
れ
た
り

さ
さ
れ
た
り
し
な
い
た
め
だ
と
教

え
ら
れ
た
。

上
村
六
郎
著
「
沖
縄
の
色
彩
及

び
染
織
と
民
俗
」
を
我
が
家
で
見

た
ら
、
こ
の
民
俗
は
す
で
に
採
録

さ
れ
て
お
り
、
歴
史
的
に
は
鳳
仙

花
を
ツ
マ
ク
レ
ナ
イ
と
か
ツ
マ
べ

こ
な
ど
と
呼
び
、
ま
た
、
エ
ジ
プ

ト
の
、
、
、
イ
ラ
に
は
、
こ
う
し
て
染

め
た
爪
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

と
に
か
く
マ
ニ
キ
ュ
ア
の
起
源

に
は
、
呪
的
な
発
想
が
あ
り
そ
う

だ
と
思
っ
た
。

(
高
橋
在
久
)



みる・かたる・つくる-

寄
贈
図
書

こ
の
欄
で
は
、
貴
重
な
図
書
を

御
寄
贈
賜
お
っ
た
方
々
の
御
芳
名

を
記
し
、
御
礼
に
か
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

(
敬
称
略
)

北
九
州
立
美
術
館

・
北
九
州
立
美
術
館
一
九
七
四

岡
山
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

・
第
5
回
郷
土
作
家
展
赤
松
麟
作

・
第
1
2
回
名
作
展
青
木
繁
中
村
薪

・
第
1
3
回
名
作
展
異
色
の
近
代
画

家
た
ち
日
本
の
野
獣
派

・
瀬
戸
内
美
術
展
一
九
七
四

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館

・
美
術
館
だ
よ
り
第
二
〇
号
̃

一
一
六
号

兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

・
ピ
ロ
テ
ィ
第
1
 
4
̃
1
6
号

大
阪
城
天
守
閣

・
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
第
3
号

京
都
国
立
近
代
美
術
館

・
京
都
国
立
近
代
美
術
館
年
報
昭

和
4
8
年

奈
良
県
立
美
術
館

・
奈
良
県
立
美
術
館
だ
よ
り
第
1

2
合
併
号

・
吉
川
親
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
図
録

・
奈
良
県
立
美
術
館
年
報
・
昭
和

4
7
・
4
8
年

佐
野
美
術
館

・
江
川
太
郎
左
衛
門
担
庵
展
目
録

神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館

・
原
勝
郎
展

平
塚
市
博
物
館
建
設
準
備
室

・
博
物
館
通
信
肌
4
N
。
3
̃
1
号

・
平
塚
に
博
物
館
が
で
き
ま
す
。

東
京
都
美
術
館

・
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
N
。
二
八
九
̃

二
九
三

東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館

・
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
年

報
.
7
3

東
京
国
立
近
代
美
術
館

・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
年
報
昭

和
4
8
午

・
東
京
圏
立
近
代
美
術
館
所
蔵
品

目
録

・
第
9
回
東
京
国
際
版
画
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
展

・
1
 
5
人
の
写
真
家

・
福
田
平
八
郎
遺
作
展

・
ポ
ー
ル
・
デ
ル
ボ
I
展

・
現
代
メ
キ
シ
コ
美
術
展

東
京
大
学
教
養
学
部
美
術
博
物
館

・
美
術
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス

山
種
美
術
館

・
今
日
の
日
本
画

●

・
日
本
画
の
女
流

埼
玉
県
立
博
物
館

・
埼
玉
県
立
博
物
館
だ
よ
り
肌
3

の
3
号
・
9
号
̃
H
号

・
小
村
雪
岱
展

群
馬
県
立
近
代
美
術
館

・
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
ニ
ュ
ー

ス
N
。
1
・
2
号

・
山
口
議
展

栃
木
県
立
美
術
館

・
県
内
収
蔵
古
美
術
名
品
展

千
葉
県
立
安
房
博
物
館

・
千
葉
県
立
安
房
博
物
館
第
6
̃

8
号

成
田
山
霊
光
館

・
収
蔵
品
日
録

船
橋
市
郷
土
資
料
館

・
資
料
館
だ
よ
り
第
6
号

・
中
世
の
房
総

市
立
市
川
博
物
館

・
は
り
の
う
ち
博
4

・
遺
跡
シ
リ
ー
ズ
1
・
堀
之
内
貝

塚
の
は
な
し

2
・
下
総
国
分

寺
址
の
は
な
し

下
総
史
料
館

・
か
み
し
き
1
 
3

千
葉
県
企
画
部
県
民
課
県
史
編
さ

ん
室

・
千
葉
県
更
科

金
石
文
篇
一

・
千
葉
県
の
歴
史
9

都
市
公
社
文
化
財
調
査
事
務
所

・
市
原
大
厩
遺
跡

・
市
原
市
菊
間
遺
跡

仙
台
市
博
物
館

・
仙
台
市
博
物
館
だ
よ
り
N
O
1
 
2

・
仙
台
の
文
化
財
展
図
録

仙
台
市
科
学
館

・
仙
台
市
科
学
館
時
報
6
号

・
仙
台
市
科
学
館
要
覧

福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

・
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
月
報
昭

和
4
9
年
u
月
̃
5
0
年
8
月
号

本
間
美
術
館

・
木
内
克
作
品
展
一
九
七
五

北
海
道
立
美
術
館

・
北
海
道
立
美
術
館
友
の
会
だ
よ

り
第
2
̃
3
号

・
昭
和
4
9
年
度
北
海
道
立
美
術
館

年
報

市
川
市

・
市
川
市
史
第
3
・
4
巻

横
芝
町

・
横
芝
町
史

美
術
公
論
社

・
美
の
手
帖
N
州
。
二
五
六
̃
一
六
一

日
動
画
廊

・
絵
第
二
一
一
〇
号
̃
一
三
八
号

書
星
会

・
書
星
第
2
8
巻
3
号
̃
6
号

竹
尾
潮
(
千
葉
市
)

・
西
洋
美
術
史
重
̃
Ⅲ

種
谷
扇
舟
(
千
葉
市
)

・
隻
石
脱
却

・
毛
主
席
時
詞
書
展

山
田
友
治

(
千
葉
市
)

・
浅
間
山
二
号
墳
発
掘
調
査
報
告
書

田
中
庄
一
(
二
戸
市
)

.
画
家
明
貞
三
選
作
画
帳

帽
閣
闘
圏
畷

友
の
会
報
で
き
る

千
葉
県
立
美
術
館
友
の
会
葉
美

会
で
は
、
た
の
し
い
連
絡
誌
「
し

お
さ
い
」
創
刊
号
を
発
行
し
た
。

会
長
鈴
木
民
三
氏
の
-
輪
を
広
げ

よ
う
-
に
は
じ
ま
る
紙
面
構
成
は
、

今
後
の
大
き
な
発
展
が
期
待
さ
れ

る
友
の
会
だ
よ
り
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
十
月
十
二
日
㈲
に
は
、

親
睦
を
か
ね
て
、
東
金
方
面
へ
古

美
術
と
文
学
鑑
賞
の
パ
ス
旅
行
を

行
う
。

編

集

余

録

風
の
通
る
道
も
い
つ
し
か
変

り
美
術
館
の
ま
お
り
で
遊
ん
で

い
た
ヒ
バ
リ
の
姿
も
み
え
な
く

な
り
ま
し
た
。
第
二
期
工
事
の

管
理
棟
建
設
も
順
調
に
進
み
、

よ
う
や
く
そ
の
概
観
を
現
れ
し

て
き
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
完

成
と
と
も
に
、
よ
り
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
る
美
術
館
に
と
思
い

ま
す
。

▼
表
紙
作
品

こ
れ
は
、
昭
和

1
2
年
第
1
回
新
文
展
に
出
品

さ
れ
た
も
の
で
す
。


